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ン
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ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
鉄
加
工
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の
発
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と
市
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構
造

ノ

本
　
　
和

良

間
題
の
所
在

一
　
一
八
世
紀
後
半
に
お
げ
る
ツ
ソ
フ
ト
の
衰
退
と
鉄
加
工
業
の
発
展

　
－
　
一
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
ツ
ソ
フ
ト
衰
退
の
原
囚

　
■
　
一
八
世
紀
後
半
に
お
げ
る
鉄
加
工
業
の
発
朕
と
帰
地
的
市
場
圏

二
　
一
九
世
紀
荊
半
に
お
け
る
鉄
加
工
業
の
発
峻
と
五
〇
年
代
に
お
け
る
鉄
鋼
業
興
隆
の
火
盤
の
形
成

　
工
　
一
九
世
紀
鮒
一
半
に
お
げ
る
鉄
加
工
業
の
発
脈
と
地
域
的
市
場
圏
た
ら
び
に
一
国
内
市
場
」

　
正
　
鉄
加
工
業
の
舵
災
と
鉄
鋼
業
側
ハ
隆
の
火
盤
の
形
成
・

む
　
す
　
び

　
　
　
　
　
　
　
　
間
題
の
所
在

　
一
八
五
二
年
か
し
五
六
年
に
か
け
て
ｏ
蚊
初
ｏ
『
創
立
熱
狂
の
時
代
』
は
ド
ィ
ソ
に
お
け
乙
産
業
革
八
叩
の
火
軸
が
従
来
ｏ
繊
維
工

業
Ｈ
消
侃
資
料
止
雌
淋
門
よ
り
れ
…
灰
・
鉄
鋼
業
Ｈ
生
昧
手
段
生
産
郁
門
へ
と
移
行
す
る
時
期
に
当
り
、
五
七
年
ｏ
恐
慌
は
ド
ィ
ッ
貴
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紀
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お
げ
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ァ
、
．
レ
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加
工
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発
及
と
市
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＠

木
主
義
の
再
生
産
過
程
が
生
産
手
段
生
産
部

門
主
導
の
も
と
に
展
開
さ
れ
る
新
た
な
段
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
到
来
を
告
知
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
れ

わ
れ
は
こ
の
過
程
の
研
究
を
お
し
す
す
め
る

た
め
に
、
さ
し
あ
た
っ
て
石
炭
鉱
業
と
と
も
に

こ
の
過
程
推
進
の
原
動
力
と
な
っ
た
鉄
鋼
業

に
お
け
る
産
業
革
命
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
ま

ず
、
ド
イ
ツ
鉄
鋼
業
発
展
の
概
観
に
つ
い
て
、

や
や
立
入
っ
た
考
察
を
加
え
る
こ
と
か
ら
閉

題
の
所
在
を
則
確
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
関
税
同
盟
成
立
以
降
に
お
け
る
鉄
鋼
生
産

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

量
の
推
移
を
諦
邦
別
に
検
討
す
る
な
ら
ば

　
　
（
２
）
　
　
　
（
３
）

（
雄
一
表
、
第
二
表
参
照
）
、
地
帯
的
な
発
展
の

い
ち
じ
る
し
い
不
均
等
の
結
果
、
五
〇
午
代

に
プ
ロ
ィ
セ
ソ
が
そ
の
生
産
推
の
み
な
ら
ず
、

関
税
同
盟
諦
邦
内
で
の
そ
れ
が
占
め
る
割
く
い

を
も
飛
躍
的
に
坤
大
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
注

　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
（
一
八
五
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、
　
　
、
　
　
　
、

口
を
惑
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
製
鉄
業
に
あ
っ
て
は
、

五
二
年
か
ら
五
七
年
に
か
け
て
高
炉
生
産
量
が
二
・
四
借
の
増

大
を
示
し
、
関
税
同
蛆
諮
邦
内
で
の
そ
の
割
合
が
六
三
．
九
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

か
ら
七
四
・
一
％
へ
と
増
加
し
て
お
り
、
製
鋼
業
に
お
い
て
も
、

一
尚
炉
生
産
の
と
き
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
に
せ
よ
、
棒
鉄
生
産
量

は
五
〇
年
代
に
も
蒼
実
な
発
展
を
示
し
、
こ
こ
で
も
八
○
％
と

い
う
圧
倒
的
な
比
重
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
に
比
し
、
他
の
諸

邦
は
鉄
、
鋼
生
産
量
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
一
〇
％
以
下
の
比

重
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
エ
ル
ベ
河
を
境
と
し
て
束
西
両
地
域
に
ま
た
が
る
プ
ロ
イ
セ

ソ
に
お
い
て
も
、
両
者
の
発
腿
の
不
均
等
が
顕
著
で
あ
る
。
と

り
わ
け
エ
ル
ベ
以
西
の
鉄
鋼
茱
の
中
心
地
域
ラ
ィ
ソ
・
ヴ
ヱ
ス

ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
お
け
る
五
〇
年
代
の
急
激
な
発
腿
と
束
ユ
ル

ベ
の
中
心
ツ
ユ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
の
い
ち
じ
る
し
い
停
淋
が
鋭
い
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

照
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
、
生
陸
撮
推
移
に
つ
い
て
み
る
な
ら

　
　
　
（
４
）
　
　
（
５
）
　
　
・
　
　
…

ざ
（
第
、
二
火
、
第
四
夫
参
照
）
、
高
炉
生
産
の
ば
あ
い
、
五
三
年
か

り
五
七
年
に
か
け
て
の
ラ
ィ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
お
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Ｎ
セ
｛
○
ｏ

ｏ
◎
９
ｏ

べ
を
呈
・
。
ｏ

Ｈ
Ｏ
Ｏ
．
◎

摂
垣
瀞

Ｈ
ｏ
・
○
・
べ
舟
サ
ヴ
実
舟
石
ラ
汀
ぴ
＼
ロ
ヘ
女
＼
Ｈ
囲
叶
滴
資
Ｅ
さ
丙
ｄ
ｅ
諜
黒
ド
謀

（
無
高
Ｈ
，
ｈ
＼
テ
斗
－
）

Ｈ
ｏ
◎
ｏ
◎
べ

Ｈ
ｏ
◎
ミ

一
〇
◎
３

Ｈ
◎
◎
睾

仁
員
違
Ｈ

べ
ｃ
ｏ
９
宕
○
・

Ｈ
◎
ｏ
岬
り
８

，
　
　
　
　
　
－

一
８
ｏ
◎
蟹
Ｈ

、
　
　
　
　
－

　
§

。
・
ｍ
．
帆

轟
．
り

違
．
ｏ

ｓ
．
り

０
０
お
Ｈ

　
－

ミ
く
・
。
ト

Ｎ
員
畠
・
。

ミ
く
岩

阜
畠
ｏ

・
。
り
ｂ
臼

。
。
｛
ミ

ぷ

り
』

べ
．
○

べ
．
ｏ

卜
ｏ

一
〇
・
。
を
岬

竃
・
。
セ
い

・
。
り
・
。
忘
０

Ｈ
ｏ
竃
一
〇
べ

－
　
　
　
　
　
｝

　
ま
り
．
帆

Ｎ
○
．
仁

竃
．
Ｎ

ｃ
ｏ
ト
○

Ｓ
介
箏
〇

一
岬
○
Ｈ
｛
○
ｏ

”
　
　
　
　
”

一
〇
◎
ｃ
ｏ
べ
も
○

－
　
　
　
　
　
－

Ｎ
Ｈ
睾
ｃ
ｏ
ミ

”
　
　
　
　
　
－

ざ

５
１
０

仁
ｏ
◎
．
べ

畠
．
ｃ
ｏ

○
◎
ｏ
◎
．
Ｎ

一
Ｈ
ら
ｏ
ｏ
寓

■
　
　
　
　
－

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
．
Ｈ
Ｏ
お

－
　
　
　
　
　
－

ト
○
竃
ｍ
ミ

ー
　
　
　
　
一

ｍ
雷
ｃ
ｏ
轟
杜

－
　
　
　
　
－

ざ

Ｈ
○
○
．
○

Ｈ
○
○
．
◎

Ｈ
○
◎
．
０

Ｈ
Ｏ
Ｏ
．
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

け
る
一
〇
・
九
％
と
い
う
飛
躍
的
な
比
重
増
大
と
シ
ユ
レ
ー
ジ
エ
ソ
で
の
九
・
四
％
と
い
う
大
巾
な
比
重
低
下
、
棒
鉄
生
産
の
ば
あ

い
・
三
七
年
以
降
に
お
け
る
前
者
の
恒
常
的
な
比
重
増
大
傾
向
と
後
老
で
の
低
下
傾
向
が
看
収
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
五
七
年
に
両

者
が
関
税
同
盟
諸
邦
内
で
占
め
る
に
至
っ
た
生
産
量
の
割
合
は
第
五
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
両
地
域
の
生
産
量
推
移
に
お
け
る
鋭
い
対
照
は
、
ラ
ィ
ソ
・
ヴ
エ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ソ
で
の
鉄
鋼
生
産
技
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
い
ち
じ
る
し
い
変
化
に
起
因
し
て
い
る
。
い
ま
、
鉄
鋼
業
に
お
け
る
産
業
革
命
開
姶
の
指
標
を
、
さ
し
あ
た
り
技
術
的
視
点
か
ら

　
　
　
一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
げ
る
ラ
イ
ソ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
（
一
八
七
）

　
　
　
ヴ
ヱ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
展
と
市
場
構
造
（
川
本
）



産生総邦諸盟同
合
税
割
関
る
る
め
け
占
お
で
に
ち
年
う

５
７
の

１
８
量

表五第

立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
二
号
）

産生鉄棒産生炉高区地山鉱要主

％
％

（
Ｏ
　
　
ｏ
０

７
一
８
一

Ｅ
Ｕ
　
　
１
↓

％
％
”
”

Ｆ
０
　
　
１
■

ソレー
アフトスエブ

『

＝ソイラ

ソエジー
レユン

、

レ
ソ
鉄
鋼
生
産
盟
の
飛
躍
的
増
大
は
、

　
以
上
、
一
九
世
紀
五
〇
年
代
に
お
け
る
ド
ィ
ツ
鉄
鋼
業
の
生
産
最
推
移
と
技
術
変
化
の
考
察
か
ら
、

に
お
け
る
産
業
革
命
を
追
及
し
よ
う
と
す
る
ば
あ
い

セ
ソ
内
部
の
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
考
察
の
焦
点
を
絞
る
必
要
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
と
こ
ろ
で
、
従
来
の
わ
が
因
に
お
け
る
ド
ィ
ッ
鉄
鋼
業
研
究
の
関
心
は
、
そ
の
生
成
Ｏ
逃
程
か
ら
の
考
察
と
し
て
は
、
地
域
的
に

オ
ー
ベ
ル
・
ツ
ユ
レ
ー
ジ
ヱ
ソ
に
注
が
れ
て
き
た
。
け
だ
し
、
エ
ル
ベ
河
を
境
と
し
て
東
と
西
Ｏ
相
剋
す
る
杜
会
構
造
が
一
つ
Ｏ
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
（
一
八
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

蒸
気
力
送
風
に
も
と
ず
く
コ
ー
ク
ス
高
炉
の
導
入
に
求
め
、
そ
の
さ
い
の
重
要
変
化
で
あ
る
木
炭
か
ら
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）
　
　
　
（
８
）

炭
へ
の
燃
料
の
移
行
に
着
目
し
て
鉄
鋼
生
産
に
お
け
る
燃
料
構
成
を
表
示
し
た
の
が
第
六
表
、
第
七
表
で

あ
る
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
早
く
よ
り
石
炭
を
燃
料
と
す
る
鉄
鋼
技
術
の
導
入
さ
れ
た
シ
ュ
レ
ー
ジ
ヱ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

の
遅
六
た
る
発
展
に
比
し
、
世
紀
の
中
葉
に
は
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
が
技
術
的
に
も
主
導
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
製
鉄
業
に
あ
っ
て
は
、
四
九
年
に
ミ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

ル
ハ
イ
ム
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
冶
金
所
に
最
初
の
コ
ー
ク
ス
高
炉
が
導
入
さ
れ
て
以
来

驚
く
べ
き
普
及
を
示
し
、
と
く
に
ル
ー
ル
地
方
を
含
む
ヴ
ヱ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
お
い
て
は
五
三
年
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

で
に
銑
鉄
生
産
の
八
三
％
が
コ
ー
ク
ス
を
燃
料
と
す
る
に
至
っ
て
お
り
、
製
鋼
業
に
あ
っ
て
も
、
二
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｎ
）

に
エ
ッ
セ
ソ
ヘ
の
Ｆ
・
ク
ル
ッ
プ
に
よ
る
ハ
ソ
ッ
プ
ソ
琳
塙
鋳
鋼
法
の
導
入
を
構
矢
と
し
、
二
六
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

ヴ
ェ
ヅ
タ
ー
に
Ｆ
・
ハ
ル
コ
ル
ト
に
よ
っ
て
バ
ッ
ド
ル
法
が
導
入
さ
れ
る
に
及
び
、
五
三
年
に
は
棒
鉄
生

産
の
九
〇
％
が
石
炭
を
燃
料
と
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
五
〇
年
代
に
お
け
る
ラ
イ
ソ
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

　
　
　
　
　
こ
う
し
た
急
速
な
技
術
変
化
を
某
礎
と
し
て
遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
わ
れ
が
ド
イ
ツ
鉄
鋼
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
関
税
同
盟
諾
邦
内
で
は
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
、
し
か
も
プ
ロ
イ




